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地球温暖化の影響をうかがわせる現象の頻発を背景に，温暖化物質として注目される人為的 CO2を短期間に削減する
必要性が広く認識されるようになってきた．CO2地中貯留，中でも排出源近傍に存在する地質学的閉じ込め構造を持た
ない被圧塩水帯水層への貯留・隔離（一般帯水層貯留）は，温室効果ガス削減目標を達成するために，技術的に実施可
能な最短の方法と考えられている．産総研地質調査総合センターでは，CO2一般帯水層貯留研究の一環として，貯留に
かかわる地化学的プロセスの研究を，次の 3サブ・テーマのもとに H17-H19年度の 3ヵ年で実施してきた；1)地中貯留
のナチュラル・アナログ研究，とくに貯留層深度での深部地下水の CO2溶解性能の把握， 2) CO2－帯水層（岩石・鉱
物＋深部地下水）反応の地化学シミュレーション，3)帯水層堆積岩構成鉱物の溶解速度に関する実験的・理論的研究．本
講演では，これらの成果について概要を紹介する．具体的には 1)「地層水データベース」構築により，国内主要地域の
貯留層深度の地下水は十分な CO2溶解性能を持つと判明，2-1)地化学シミュレーションにより CO2と貯留層岩石の完
全な反応では岩石の約 2割が炭酸塩化すると判明，2-2)流動系・有限時間での鉱物消長関係は，平衡論の予想と幾分異
なる，3) CO2－水系での灰長石の溶解速度は，未飽和度に対して非線形関係にある模様．なお，各サブテーマにおける
個別の研究成果は関連発表を参照いただきたい．


